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屋上緑化デザイン手法研究
A Study on the Design Methods of Roof Greenery
Taking into account our technical studies of roof garden done in 2000, this paper is the outline of the
research on roof greenery in 2001. It is to look for the vision of roof greenery in Japan in the context of urban
environmental design, by compared the roof greenery case studies in Japan with ones in Germany which has
developed the advanced roof garden.
And in this research, it is to collect and analyze basic date about the Hill of Creativity at our campus
constructed for low maintenance, to keep the Green Study Meeting and research network which held the
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屋上緑化デザイン手法研究
　また、屋上緑化関連分野には、これまでの
造園・緑化関連企業だけでなく、建材メー
カー、建築施行業者など多くの分野からの新
規参入があり、屋上緑化ブームともいえる状
況を見せている。地域企業が参入する機会も
十分に考えられる領域であり、地域産業活性
化のためにも、この動きを定着させることが
重要であり、広い範囲での需要喚起が求めら
れている。
　このように、屋上緑化の広範囲への普及が
望まれているが、普及を阻む要因として、雨
漏りなど建築に対する影響など技術面での不
安、建設・維持にかかわるコスト問題、基本
的な情報の不足があり、これらの解決が今後
の課題とされている。
①技術面の不安への対応
　屋上緑化の普及を阻む最も大きな原因は、
建築主および建築設計者の雨漏りに対する不
安である。わが国では台風や集中豪雨など強
い風雨による雨漏り被害が多く、屋上緑化に
よって防水層が破られることが恐れられてい
る。実際には、植物の根の進入などによる防
水破損の報告事例はほとんどなく、基盤技術
はほぼ確立されている。むしろ、緑化された
部分の防水層やスラブ面は、直接日光や外気
に晒されないため、性能の維持が容易である
ことがメリットとして挙げられている。今後
は、これらの技術的情報をデータとして整理
して提供するとともに、公的な機関等による
保証制度を設けるなど、建築主や建築設計者
が安心して屋上緑化を採用できるしくみづく
りが求められる。
②建設・維持コストにかかわる課題
　屋上緑化の建設コストは、基盤構成と潅水
施設の有無、植栽の種類などにより異なるが、
概ね2～ 5万円／㎡であり、一般の防水のみ
のコストに比べ高価である。また、施工後も
散水、植栽の手入れなどの維持コストが必要
である。空調負荷の低減による施設維持コス
トの減少には長期間を要するため、現状では
直接的な経済的メリットは明示されていない。
ドイツ国内では屋上緑化によるコスト低減効
果が現れる期間は45年と試算している。＊6
　これに対して、国の屋上緑化の実施に対す
る固定資産税の減免などの優遇策や、一部の
地方自治体による補助制度など公的な促進政
策が始められたばかりであり、公的な誘導は
十分とはいえない状況である。今後、企業努
力と技術開発によるコスト削減と、行政によ
る誘導施策の充実が求められている。
③情報の不足への対応
　建築設計者から屋上緑化をしたいが誰に相
談してよいかわからないという声が聞かれる。
現状では、メーカー、施行業者などの関連企
業が、防水、土壌、植栽など個々の技術をもっ
て競合しており、設計者は誰の言うことを信
じて良いかわからなくなるという状況である。
今後は、これらを標準的技術として関係企業
が共有化し、公的な機関などを通じて提供す
ることが必要である。
終わりに
　本研究の成果の中で、特にドイツ諸都市に
おける屋上緑化事例と、わが国の事例との比
較は、気候風土の異なる地域において屋上緑
化のあり方を再確認する意味で、印象的なも
のであった。緑化の目的の違いが基盤の構成、
土壌の材質、植生の違いとなって現れており、
わが国における今後の屋上緑化のあり方を示
唆するものであった。
　わが国における今後の屋上緑化の需要とし
ては、これまでの景観を重視した屋上庭園と
ともに、環境保全を主とした緑の屋根、生活
空間の一部としてのキッチンガーデンなど、
様々な目的が考えられるが、屋上緑化の計画
にあたっては、単に緑化を進めるだけでなく、
緑化の目的を明確にし、その目的に的確に対
応した手法を選択することが重要である。
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